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（質疑）条例改正の経過と内容は

（答弁）昨年5月に第9次地方分権一括法が成立し、公民
館等の公立社会教育施設については、地方公共団体の判
断で条例化することで市長部局が所管することが可能
となった。公民館は社会教育施設であると同時に、まち
づくりの拠点施設として期待が高まっていることから、
所管を教育委員会から市長部局へ移管し、仕事と権限を
1つにすることで、地域コミュニティ施策をはじめとす
る各種施策との連携強化を図るものである。

（答弁）現在、既に補助執行という形で一元化を図ってお
り、これまでの状況を見ても移管するデメリットはな
い。移管により、仕事と権限が結びついていないという
現在の状況が解消されれば、市長部局の各課と一層連携
を強化した事業推進ができる。

（質疑）教育委員会から市長部局へ移管するメリット
やデメリットは

（質疑）市長部局に移すことによって、公民館の社会教
育施設としての位置づけはどのようになるのか

（質疑）これら３つの経費を新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付金の「新たな日常の推進」と
して位置づけた理由は

（質疑）ボランティア袋をバイオプラスチック製にす
ることについて、バイオプラスチックの材料に関して
は※1SDGsの観点から異議を唱える意見があるが、
SDGsの推進とはどう関連付けるのか

（答弁）社会教育法に基づく公民館という位置づけは変
えず事務だけを移管するものであり、当然、これまで
行ってきた公民館事業は継続していくこととなる。社会
教育施設であるという根幹が揺らぐことがないよう、社
会教育全般を所管する教育委員会と連携を図りながら
事業を進めていきたい。

（答弁）今後、定年退職等により人数は少なくなってくる
が、いわゆる公民館の専門職として新たに職員を採用する
予定は、今のところ考えていない。しかしながら、公民館及
び社会教育に関する専門性は維持していく必要があるも
のと考えている。現在、公民館職員は自分が所属する公民
館の仕事のみに従事しているが、将来的に職員数が少なく
なってきた場合には、複数の公民館の事業方針や運営に参
画するような、いわゆるエリアマネージャーといった役割
を担ってもらい、他の職員を育成していくことも一つの方
法だと考える。加えて、社会教育主事の有資格者を会計年
度任用職員として採用していくことも検討するとともに、
その時々において公民館職員として必要な研修にも力を
入れていくことで専門性を維持していきたい。

（答弁）公用EV（電気自動車）導入及びバイオプラスチッ
ク製ボランティア袋製作経費については、国が新たな日
常に対応していくための政策の一つとして掲げる脱炭
素社会への移行に沿った取り組みであること、シティプ
ロモーション事業については、内閣府がまとめた臨時交
付金の活用政策集に例示されている新たな日常に対応
するための政策リビングシフトの趣旨に沿った取り組
みであることから、新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金関連事業の一環として位置づけた。

（答弁）バイオプラスチックを含め、環境配慮型の製品
については、製造から流通、廃棄までの資源の循環な
ど全体を意識しなければならない。今回の事業は環境
に配慮した商品を使っていく、それに換えていくきっ
かけづくりと考えており、それらの商品を広げていく
中で、真の環境配慮行動とは何かということを市民や
事業者と一緒に考えていければと思っている。

（質疑）バイオプラスチックについては、SDGsとのバ
ランスを考えながら慎重に扱っていくべきでは

（答弁）環境配慮型の製品というのは、多方面からの観
察が必要であり、持続可能に進めていくというのが
キーワードになる。まずは、今まで使っているプラス
チックのボランティア袋をバイオプラスチックに変
えて、プラスチックの使用抑制や、密にならないごみ
拾いなどを呼びかけるメッセージの印字を行い、啓発
していきたい。

（質疑）9月定例会で予算化されたＧＩＧＡスクール
等機器整備事業に基づき、児童・生徒用のタブレット
型パソコン1万3,246台を購入するとのことだが、9
月定例会で示された台数より492台少ないのはなぜ
か

（答弁）今回購入する1万3,246台は通常学級用の
Windows型パソコンであり、492台は現在購入のため
の手続を進めている特別支援学級用iPadである。

教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例等の改正一般会計補正予算中、公用ＥＶ導入事業、シティプロモーション事業及び
バイオプラスチック製ボランティア袋製作経費

財産の取得について

議 案 質 疑　等

（質疑）専門職として公民館主事を採用してきた数年
間は、資格を持つ方たちが専門の場にいるという強み
が生かされていたと思う。今後、専門職としての採用
をしないとした場合、この専門職の位置づけと考え方
は

※ 1　SDG ｓ…国連で２０１５年に全会一致で採択し、２０３０年までに国際社会での実現を求めている持続可能な開発目標のこと。「貧困
の根絶」 「気候変動への対策」など１７の目標を掲げている。



5

さが市議会だより第70号（令和2年11月定例会）

（質疑）条例改正の経過と内容は

（答弁）昨年5月に第9次地方分権一括法が成立し、公民
館等の公立社会教育施設については、地方公共団体の判
断で条例化することで市長部局が所管することが可能
となった。公民館は社会教育施設であると同時に、まち
づくりの拠点施設として期待が高まっていることから、
所管を教育委員会から市長部局へ移管し、仕事と権限を
1つにすることで、地域コミュニティ施策をはじめとす
る各種施策との連携強化を図るものである。

（答弁）現在、既に補助執行という形で一元化を図ってお
り、これまでの状況を見ても移管するデメリットはな
い。移管により、仕事と権限が結びついていないという
現在の状況が解消されれば、市長部局の各課と一層連携
を強化した事業推進ができる。

（質疑）教育委員会から市長部局へ移管するメリット
やデメリットは

（質疑）市長部局に移すことによって、公民館の社会教
育施設としての位置づけはどのようになるのか

（質疑）これら３つの経費を新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付金の「新たな日常の推進」と
して位置づけた理由は

（質疑）ボランティア袋をバイオプラスチック製にす
ることについて、バイオプラスチックの材料に関して
は※1SDGsの観点から異議を唱える意見があるが、
SDGsの推進とはどう関連付けるのか

（答弁）社会教育法に基づく公民館という位置づけは変
えず事務だけを移管するものであり、当然、これまで
行ってきた公民館事業は継続していくこととなる。社会
教育施設であるという根幹が揺らぐことがないよう、社
会教育全般を所管する教育委員会と連携を図りながら
事業を進めていきたい。

（答弁）今後、定年退職等により人数は少なくなってくる
が、いわゆる公民館の専門職として新たに職員を採用する
予定は、今のところ考えていない。しかしながら、公民館及
び社会教育に関する専門性は維持していく必要があるも
のと考えている。現在、公民館職員は自分が所属する公民
館の仕事のみに従事しているが、将来的に職員数が少なく
なってきた場合には、複数の公民館の事業方針や運営に参
画するような、いわゆるエリアマネージャーといった役割
を担ってもらい、他の職員を育成していくことも一つの方
法だと考える。加えて、社会教育主事の有資格者を会計年
度任用職員として採用していくことも検討するとともに、
その時々において公民館職員として必要な研修にも力を
入れていくことで専門性を維持していきたい。

（答弁）公用EV（電気自動車）導入及びバイオプラスチッ
ク製ボランティア袋製作経費については、国が新たな日
常に対応していくための政策の一つとして掲げる脱炭
素社会への移行に沿った取り組みであること、シティプ
ロモーション事業については、内閣府がまとめた臨時交
付金の活用政策集に例示されている新たな日常に対応
するための政策リビングシフトの趣旨に沿った取り組
みであることから、新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金関連事業の一環として位置づけた。

（答弁）バイオプラスチックを含め、環境配慮型の製品
については、製造から流通、廃棄までの資源の循環な
ど全体を意識しなければならない。今回の事業は環境
に配慮した商品を使っていく、それに換えていくきっ
かけづくりと考えており、それらの商品を広げていく
中で、真の環境配慮行動とは何かということを市民や
事業者と一緒に考えていければと思っている。

（質疑）バイオプラスチックについては、SDGsとのバ
ランスを考えながら慎重に扱っていくべきでは

（答弁）環境配慮型の製品というのは、多方面からの観
察が必要であり、持続可能に進めていくというのが
キーワードになる。まずは、今まで使っているプラス
チックのボランティア袋をバイオプラスチックに変
えて、プラスチックの使用抑制や、密にならないごみ
拾いなどを呼びかけるメッセージの印字を行い、啓発
していきたい。

（質疑）9月定例会で予算化されたＧＩＧＡスクール
等機器整備事業に基づき、児童・生徒用のタブレット
型パソコン1万3,246台を購入するとのことだが、9
月定例会で示された台数より492台少ないのはなぜ
か

（答弁）今回購入する1万3,246台は通常学級用の
Windows型パソコンであり、492台は現在購入のため
の手続を進めている特別支援学級用iPadである。

教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例等の改正一般会計補正予算中、公用ＥＶ導入事業、シティプロモーション事業及び
バイオプラスチック製ボランティア袋製作経費

財産の取得について

議 案 質 疑　等

（質疑）専門職として公民館主事を採用してきた数年
間は、資格を持つ方たちが専門の場にいるという強み
が生かされていたと思う。今後、専門職としての採用
をしないとした場合、この専門職の位置づけと考え方
は

視
察
報
告

　

宮
崎
市
は
、
平
成
29
年
に
聴
覚
障
が
い
者
団
体
か
ら

手
話
言
語
条
例
の
早
期
制
定
の
要
望
が
提
出
さ
れ
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
平
成
30
年
３
月
定
例
会
の
答
弁
に
お

い
て
、
議
員
の
質
問
に
対
し
て
「
先
進
地
の
事
例
を
参

考
に
、関
係
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会
を
充
分
に
行
い
、

様
々
な
情
報
保
障
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
含

め
た
条
例
の
制
定
に
、
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
」
と
発

言
し
、
条
例
制
定
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
際
、
各

種
障
が
い
者
団
体
と
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
、
現
状
を

把
握
し
た
上
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
広

く
意
見
を
聞
き
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
宮
崎

県
が「
手
話
等
の
普
及
及
び
利
用
促
進
に
関
す
る
条
例
」

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、県
と
情
報
交
換
を
行
い
、

お
互
い
の
条
例
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
市
の

独
自
性
を
盛
り
込
み
平
成
31
年
４
月
１
日
に
条
例
の
施

行
を
行
っ
て
い
る
。

　

条
例
制
定
後
、
市
民
へ
の
周
知
が
大
事
と
考
え
、
チ

ラ
シ
を
配
布
し
理
解
を
求
め
る
と
同
時
に
、
職
員
の
理

解
も
必
要
と
し
て
職
員
向
け
の
研
修
を
行
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
市
長
の
定
例
記
者
会
見
で
は
必
ず
手
話
通
訳

を
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
小
売
店
等
商
業
者
や
金

融
機
関
な
ど
に
対
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
を
作
成
し
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
使
用
で
き
る
よ

う
に
、
数
種
類
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
コ
ミ
ニ
ケ
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自
由
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
な
お
課
題
点
と

し
て
は
、
全
国
芸
術
文
化
祭
に
向
け
て
、
手
話
通
訳
者

の
派
遣
を
要
請
し
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
が
大
き
い
た

め
、
対
応
で
き
る
人
数
が
足
り
な
い
状
態
で
あ
る
、
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
、
全
国
芸
術
文
化
祭
が
１
年
延
期
に
な
っ
た

た
め
、
こ
の
期
間
に
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

11
月
12
日
㈭

視
察
者
８
名（
　
　
　
　
　  

）

池
田
、
永
渕
、
富
永
、
久
米
勝
也
、
重
田
、

川
崎
、
嘉
村
、
山
下
明
子

文
教
福
祉
委
員
会

宮
崎
県
宮
崎
市

◎
「
宮
崎
市
障
が
い
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
促
進
に
関
す
る
条
例
」

に
つ
い
て

宮崎市視察

コミュニケーションボード

（質疑）全ての児童・生徒に配付されるのか

（質疑）今回新規購入する台数、既存の台数及び合計台
数は

（質疑）購入予定のパソコンは具体的にどのようなも
のか

（答弁）一人一人の学習状況に応じたデジタルドリル学
習による基礎・基本の定着、さらには、学びを広げ、深め
るための発展的な学習や調べ学習に活用する予定。ま
た、学習支援ツールやクラウド環境を利用し、子どもた
ちが考えを共有したり、共同編集を行ったりするなど
の協働的な学習にも活用できると考えている。平常時
は学校のみでの利用を想定しているが、新型コロナウ
イルス感染症の流行などにより臨時休業が長期化した
場合は、持ち帰って利用するなどを検討している。

（答弁）全ての児童・生徒に配付する。

（質疑）年度内にこの台数が全て納入されるのか

（質疑）どのような活用方法を想定しているのか

（答弁）全て今年度中に納入予定。

（答弁）キーボードの取り外しができ、タブレットとし
ても活用ができるツーインワンタイプの機器。

（答弁）既に各学校に整備しているパソコン教室のパ
ソコン、プログラミング学習用のパソコンの合計
4,144台と、今回購入予定のパソコン及び今後購入予
定のiPadを合わせると、全ての児童・生徒1人に1台の
配付となり、合計1万7,882台となる。

（質疑）随意契約の理由は

（答弁）※2ＧＩＧＡスクール構想において、文部科学省
は各都道府県に機器の共同調達を推奨しており、佐賀
県において実施された共同調達に参加した。佐賀県が
行う一般競争入札で決定した業者と契約を締結する
ため、随意契約となった。

議 案 質 疑　等

※２　GIGA スクール構想…子どもたち一人一人の個性に合わせた教育の実現に向け、義務教育を受ける児童生徒のために、1 人 1 台の端末
と  高速ネットワークなどの教育 ICT 環境を整備する計画。
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